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Abstract：Objectives：InordertodevelopapeercoUnselingprogramasanewstrategyfor

youth-to-youthsexeducation，weexaminedwhethertheprogrammodifiedcognitionandbe‐

haviorsofsexualityinhighschoolstudentswhohadsexuality-relatedtroubles・

Methods：Weadministeredaquestionnaireaboutsexualitytohighschoolstudentswhopar‐

ticipatedinapeercounselingprogramundertheauspicesofthehealthcentrefrom2004to

200６．１，２００６，highschoolstudentswithsexuality-relatedproblemsweremainlycollected、The

questionnairecontainedquestionsaboutsexuallytransmitteddiseases，contraception，decision‐

makingrelatedtosexualbehaviors，self-efficacyandself-esteem、Thispeercounselingprogram

thatprovideinformationaboutsexualityandnegotiationskillsinfaceofsexualpressure，was

performedforhighschoolstudentsbyuniversitystudentswhohadfinishedthepeercounselor

courseusinganempowemlent-evaluationapproachThedatawerecollectedbeforeandthree

monthsafterthepeercounselingprogram､Foranalysisthesubjectsweregroupedintotwo：

groupAhadhighschoolstudentsenrolledin2006，andgroupBhadstudentsenrolledin２００４

and2005．

Results：ＧｒｏｕｐＡｈａｄ２０ｓｔｕｄｅｎｔｓａｎｄｇｒｏｕｐＢｈａd93studentsThedatawerecollectedfrom

allstudentsbeforethepeercounselingprogram・Follow-updatawerecollectedfromｌ５ｓｔｕ‐

ｄｅｎｔｓｏｆｇｒｏｕｐＡａｎｄ６３ｓｔｕｄｅｎｔｓｏｆｇｒoupBthreemonthslater・Wewereabletoanalyze

paireddatafroml5studeｎｔｓｏｆｇｒｏｕｐＡａｎｄｔｈａｔｆｒｏｍ６２ｓｔｕｄｅｎｔｓｏｆｇｒｏｕｐＢｆｒｏｍｔｈｅｐｒｅ‐

ｔｏｐost-interventionquestionnaire・

About９３％ofthehighschoolstudentshadafavCrableimpressionofthepeercounsel‐

ingprogram、GroupAandgroupBlearnedcomparablelevelofcommunicationskills，and

abilitytomakegoodhumanrelationsaftertheprogramInaddition，knowledgeandrecogni‐

tionabouttheirsexualityofbothgroupswereincreasedScoresofself-efficacyandself-

esteemofbothgroupswerehigheraftertheprogramcomparedwithscoresbeforethepro‐

gram、ＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｓｃｏｒｅｓｉｎｇｒｏｕｐＢｗａｓｍｕchbiggerthanthatiｎｇｒｏｕｐＡ・

ConclusiomPeercounseling，whichisanewstrategyofyouth-to-youthsexeducation，wasef-

fectiveinprovidinginformationandempowermentaboutsexualityforallhighschoolstudents

regardlessofhavmgsexuality-relatedtroubles．

ＫＣ〃ｕｍｒｄ８：adolescence，ｓｅｘeducation，peercounseling，highschoolstudents，empowerment
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1．緒 Ⅱ方法
一
一
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厚生労働省では「健やか親子21」の目標のひと

つに“10代の`性感染症罹患率の減少，，を挙げてそ

の対策に取り組んできた。しかし平成18年３月の

中間評価では、定点あたりの10代の,性感染症罹患

率は増加傾向にあり、改善が認められなかったと

報告している')。

思春期の新たな健康教育の取り組みとして、知

識を得ることだけに重点をおいた指導型の教育と

は異なり、“仲間',同士で学びあうことを目的と

したピアエデユケーシヨンやビアカウンセリング

が1970年代頃から各国で取り入れられるようになっ

てきた2)。Ａ県では2001年からへルスプロモーショ

ンの理念に基づいて、思春期の人々が自己理解を

深めながら自分の人生の方向性を見出し、自己実

現に向けて主体的に性に関する意思決定並びに行

動選択できる能力を高めることを目標に高校生を

対象とした大学生によるビアカウンセリングを展

開している。これまでに実施したビアカウンセリ

ング講座の評価を行った結果、高校生に対しコミュ

ニケーションスキルの修得と対人関係や自己理解、

人生に対する認識を深める効果がもたらされてい

ること、さらに性に関する正しい知識やスキルの

獲得だけではなく、性を自分に関係あることとし

てとらえるようになり、その結果として性行動の

意思決定能力や性感染症予防行動の効力予期も高

まっていることが示された3)。

Ａ県でのこれまでの対象者は保健委員など、ど

ちらかと言えば健康教育の指導的立場の高校生が

多かった。ビアカウンセリングは小集団を対象と

したプログラムであることから、集団の属性によっ

てその効果は異なることが予測できる。そこで集

団に合わせたビアカウンセリングプログラムを検

討する目的で、今回は`性行動に問題を抱えている

と思われる生徒に焦点をあて、前報3）と同様の

プログラムによる小集団ビアカウンセリングを実

施し、その効果について調べた。

１．調査対象者

高校生への思春期ビアカウンセリング講座はＡ

県の健康増進課並びに保健所と協力して実施した。

平成18年９月にＡ県で開催したビアカウンセリ

ング講座は、養護教諭に性に関する相談をしたこ

とのある生徒を中心にビアカウンセリング講座参

加の呼びかけを行ってもらい、自主的に参加を希

望した高校１．２年生20名を対象（以下、対象群）

に実施した。対象群と比較するための対照（以下、

コントロール群）は、平成16年と平成17年に対象

を絞らずに各保健所から高校を通じて、“性に関

するビアカウンセリング講座一`性について話して

みませんか－”と呼びかけを行い、その呼びかけ

に対して自主的に受講した高校１．２年生93名と

した。

２．調査方法

調査は自記式質問紙を用い、調査項目は基本属

性、`性に関する知識・認識・行動に坂野・東條ら

の一般`性Self-Efficacy尺度、RosenbergのSelf‐

Esteem尺度などを加えた渡邊4）の「性に関する

ビアカウンセリング」調査票を基に作成した。受

講後調査には受講前調査項目に加え、“ビアカウ

ンセリング講座の中で印象に残っていること',、

“ビアカウンセリング受講後自分自身の中で変化

したことや気をつけるようになったこと，）につい

て自由記載による回答を求めた。

倫理的配慮としては調査票の表紙に本研究の目

的と方法を記載し、調査への協力は自由意思であ

ること、回答拒否の権利を有することを明記し、

回答の提出をもって同意が得られたものと判断す

る旨を記した。また分析において受講前後の比較

をすることを書面と口頭で説明し、自分が決定し

た同一の印を受講前後の回答票に記入してもらっ

た。調査票とともに回収用の郵送切手を貼った専

用のワンタッチ式封筒を各々の対象者に配布し、

個別に回収した。
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３．大学生ビアカウンセラーの養成と思春期ビア

カウンセリングの内容

高校生を対象とした大学生ビアカウンセラーは

看護学専攻の大学１年生と２年生の希望者に対し

平成15年度厚生労働省科学研究「ビアカウンセラー

養成マニュアル作成に関する研究」のマニュア

ル5）にそって30時間のプログラムを実施し、養

成した。

思春期ビアカウンセリング講座の目標は①コミュ

ニケーションスキルの基礎を学ぶ、②自己や他者

についての理解を深める、③性について考えると

し、総計６時間で実施した。自己や他者について

の理解を深めることを目的としたプログラムには

構成的グループ・エンカウンターのエクササイズ

を取り入れた。コミュニケーション並びに性に関

する知識やスキルについては、寸劇や紙芝居、ロー

ルプレイによって大学生が情報を提示し、それら

に対し、最初は高校生が個々に考えてもらい、そ

の後グループワークやディスカッションを通して

意見交換を行うことを基本とした。

尺度の平均値の比較はｔ検定、性交経験率や受

講前後の知識の正答率の比較はPearsonのＸ２検

定、性や自己に関する認識・行動についての２群

問の比較と知り合ってセックスするまでに必要な

交際期間の受識前後の比較はMann-Whitneyの

検定を、また性や自己に関する認識・行動につい

ての受講前後の比較はWilcoxonの符号付順位検

定を、統計ソフトＳＰＳＳ１ＬＯＪｆｏｒＷｉｎｄｏｗｓを

用いて行い、５％未満を有意差ありとした。

Ⅲ、結果

調査票の回収は受講前が対象群20名、コントロー

ル群93名でともに回収率100％であった。受講３

ケ月後の回収は対象群15名（回収率75.0％)、コ

ントロール群63名（回収率67.7％）であった。

１．受謂者の背景

受講者の属性は表１に示すとおりであり、「１

年生」が対象群15.0％、コントロール群26.9％、

｢女性」が対象群85.0％、コントロール群87.9％、

｢何でも相談できる友人あり」は対象群89.5％、

コントロール群84.9％と有意な差は見られなかっ

た。一方、「現在、彼または彼女がいる」は対象

群70.0％、コントロール群19.4％、「性交経験あ

り」は対象群60.0％、コントロール群11.8％と対

象群の方が多く、有意な差があった。受講前の自

己効力感尺度の平均得点±標準偏差は対象群が

4.8±2.5点で、コントロール群は5.7±3.6点、ま

た自尊感,情尺度の平均得点±標準偏差は対象群が

21,4±2.9点でコントロール群は22.0±4.8点とと

もにコントロール群のほうが得点は高かったが有

意な差はなかった。

受講前後の'性や自己に関する認識について、対

象群とコントロール群を比較した結果を表２に示

す。このなかで、「友達が性交を経験していたら

自分も早く経験したい」と回答した割合は対象群

の方が有意に高く、「性交は特定の相手とするも

のである」は対象群の方が有意に低かった。

４．分析方法

分析は、自由記載に関しては記載された内容に

よって分類した。

性に関する知識については「正しい」「正しく

ない」「わからない」で回答を求め、また性に関

する認識・行動は「思う｣、「どちらかといえばそ

う思う」、「どちらかといえばそう思わない」「思

わない」「わからない」の５段階で回答を求め、

｢わからない」と回答した人を省き、順にｌ～４

点の得点を与えた。また、「思う」、「どちらかと

いえばそう思う」を「思う」に分類して割合を求

めた。受講前後の「知り合ってセックスするまで

に必要な交際期間について」の比較は「１ヶ月未

満｣、「～６ケ月未満｣、「～１年未満｣、「１年以上｣、

｢セックスしない｣、「わからない」の６項目で回

答を求め、「わからない」と回答した人を省き、

順に１～５点の得点を与えた。

統計的検定は、Self-Efficacy尺度とSelf-Esteem
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表１思春期ビアカウンセリング講座を受鯛した高校生の背景

対象群(n=20）コントロール群(n=93）

2検定人（％）項目 カテゴリ

３（150）対象群
1年生 Ｐ=0.264

2５（26.9）コントロール群

1７（850）対象群
女性 Ｐ=0.722

8０（87.9）コントロール群

1７（89.5）対象群
何でも相談できる友人がいる P=0.607

7９（84.9）コントロール群

1４（70.0）対象群
現在、彼または彼女がいる Ｐ<0.001

1８（19.4）コントロール群

1２（60.0）対象群
性交経験あり P<0.001

1１（11.8）コントロール群

ｔ検定カテゴリー平均点±標準偏差項目

対象群 4.8±2.5
一般的Self-Efficacy尺度得点 P=0.309

コントロール群 5.7±3.6

対象群 21.4士2.9
Self-Esteem尺度得点 P=0.505

コントロール群 22.0±4.8

表２受繭前の性や自己に関する鴎職の比較

対象群(n=20）コントロール群(､=93）

コントロール群

％

対象群
％

Ｐ値

将来の人生の計画は具体的である

自分自身のことを自分でよく理解している

自分の考えていることをありのままに表現できる

自分の性に生まれてよかった

異性とつきあうのは相手のことをよく知ってから

性交は特定の相手とするものである

友達が性交を経験していたら自分も早く経験したい

性交を求められて、気持ちの準備ができていないとき相手
に自分の気持ちを伝える自信がある

５
５
１
４
５
０
１

１
６
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２
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●
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０
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●
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０
５
５
５
０
５
０

３
６
７
７
７
５
４

p=0.31780.0 72.8

検定はMann-WhitneyのＵ検定による

ない」「わからない」の５段階で評価してもらっ

た。その結果、「思う」が対象群は800％でコン

トロール群は66.1％、「どちらかと言えば思う」

が対象群は13.3％でコントロール群は27.4％と、

両群ともに約93％が肯定的に評価していた。

３ヵ月後、印象に残っているものや役に立った

プログラムとして対象群では「セクシユアリテイ｣、

｢コンドームスキル」がもっとも多く、次いで

｢避妊｣、「性感染症」と性や性交に関することが

多かった。一方、コントロール群は「人との接し

方・話し方」が最も多く、次いで「性感染症予防

に対するブレインストーミング」「セクシユアリ

テイ」「性感染症」であった。また、ピアカウン

「知り合ってからセックスするまでに必要な交

際期間」は“１ヶ月未満''が対象群は25.0％でコ

ントロール群は4.3％、“１ケ月から６ヶ月未満，,

が対象群40.0％でコントロール群が17.2％と対象

群の方が「セックスするまでに必要な交際期間」

が短く有意な差が見られた（p<0.001)。

２．思春期ビアカウンセリング講座受講３ヵ月後

の受講者の評価

思春期ビアカウンセリング講座受講３カ月後に

｢思春期ビアカウンセリング講座を受講して良かっ

たと思いますか」の質問に「思う」「どちらかと

言えば思う」「どちらかと言えば思わない」「思わ

－１００－
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セリング受講後、自分自身の中で変化したことや

気をつけるようになったこととしては、表３に示

すとおり、両群ともにコミュニケーションに関す

ることや`性に関する考え方や行動に関する内容が

あげられていた。

思春期ビアカウンセリング講座の受講時期とし

て最も適切であると思う時期について、中学１年

生から高校３年生までの期間を１年ごとに分けて

質問した結果、「高校１年生」が対象群26.7％、

コントロール群39.0％と両群とも最も多かったが、

｢中学１年生」が対象群6.7％、コントロール群

10.2％、「中学２年生」が対象群20.0％、コント

ロール群18.6％、「中学3年生」が対象群20.0％、

コントロール群15.3％と約半数は中学校の時期が

適切であると回答していた。

３．思春期ビアカウンセリング講座受講前後の比

較

思春期ビアカウンセリング誹座受講前後の性に

関する知識や認搬については、調査票に記載され

た印で受講前後の比較が出来た対象群15名とコン

トロール群62名を分析対象とした。

性感染症や妊娠に関する知誠の受講前後の比較

を表４に示した。受講前の性感染症や妊娠に関す

る知識の正解率は全般的に対象群の方が低く、

｢性感染症予防にコンドームは効果的である」に

ついては対象群の正解率が有意に低かった（p＝

0.025)。両群ともに受講後の方が受講前に比べ正

表３ビアカウンセリング受綱3ヵ月後、自分自身の中で変化したことや気をつけるようになったこと（自由肥戯）

(複数回答）

対象群（ｎ＝６）

項目

規則を守ること

人の話を聞く態度が変わった

相手とちゃんと付き合っていこうと思った

セックスするとき、必ずコンドームを使うようになった；

避妊について考えるようになった

コントロール群（、＝３２）

項目

人の話を聞く態度が変わった

話し方や言葉に気をつけるようになった

相手の価値観や気持ちを尊重するようになった

セックスに対する考え方や気持ちが変わった

将来や人生について真剣に考えるようになった

物事を考えて行うようになった

相談への対応がわかるようになってきた

けじめをつけて考えるようになった

自分に自信がもてるようになった

生まれた意味について考えるようになった

前向きになった

人
－
３
２
１
１
１

人
一
ｍ
９
７
２
２
２
１
１
１
１
１

表４受議前後における性感染症や妊娠に関する知職の正答者率の比較

対象群(､=15）コントロール群(n=62）

受講前
％

受講後
％

質問項目 P値カテゴリー

対象群６６．７８５．７性感染症予防にコンドームは効果的であるｐ=0.231
コントロール群８５．５８８．７ ｐ=0.592

対象群４６．７50.0 ｐ=0.858．
性感染症予防に経口避妊薬は効果的ではない

コントロール群６６．１６７．７ ｐ=0.849

性…土口と性器の接触け-ﾗﾙｾﾂｸｽ)でも感染する……－－－鍔－－Ｍ……－－コントロール群 ｐ=0048

対象群２００４２．９特定の相手とのセックスでも性感染症に感染することがある……－－…＿……………………….………………………I!=!:醐一
コントロール群質問の股定なし

対象群６６．７７１．４ ｐ=0.782
-度のセックスでも妊娠する

コントロール群７９．０９５．２ ｐ=0.007

対象群５３．３７８．６ ｐ=0.153
安全日のセックスは確実な避妊法ではない

コントロール群５９．７７７．０ ｐ=0.038

検定はPearsonのＸ２検定による

-101-



熊本大学医学部保健学科紀要第４号（2008） 前田ひとみ

表５性や自己の麗識に関する受願前後の比較

対象群（n=15）コントロール群（､=62）

受識後
％

受講前
％

項目 P値カテゴリー

_礎？上鮒鍵＃塗量－－………ｴ宣澗瓢箪ﾆﾆ:識:(三:！(]蕊〔:ﾆﾆﾆ麓職二８５．５

…_jlWt圭?訂轆蠅riiilii--…＿二洲Ⅶ蕊二二釜{■(二!:::雛に三l::ilj1if二
一難と亘雪i2髄壬?量竺圭〈ｆｗＰ２一二頁湘芸溌鷺磯三ニエ(護鷺鷺麓譜エ９３．５

－－灘|擁蝿謝自ｊＷＬ萱－－－ょ鴬襟】藤三二脚ﾆﾆｴ]ｊｉＱＯに蔦臣麓践:二９１．８

対象群４６．７２８．６友達が性交を経験していたら自分も早く経験したい….……………－－……………－………………………－２=0:.lQOL
コントロール群１３．１９．７ｐ=0.787

知りあって初めて性交しようとしていると仮定したとき

_露P函Ef！iｉｉｉ}iiiii;|ﾐ2kl鷺ｉｉ－－－－二剥宜ﾐｴﾋ蓋二二二職二二:i；鑓ｴ:倒鑓:二
一鱈?麺'二塗壜E2kl鷺竺－－……二頁]総彗擬鷺蝋二:鷺]j(〔]9に(二二筐;鎧二９１．９

－ﾖ三ﾋﾞﾆ坐竺瀧iL自信擁……－－一二i熟\鮒藍二三ｉｉｉⅨ２１二]雄に鷺麓職H１８５．５

対象群５７．１コンドームを正しく使う自信がある．………………－…－－－４６:ｚ………‐……－…－JﾛｰO:型2…
コントロール群29.0５１．６ｐ=0.003

検定はWillcoxonの符号付順位検定による

表６受胴前後の一般的Sdf皇Ehicacy尺度得点とSelf-Esteem尺度得点の比較

受識後
平均点±標準偏差

受舗前
平均点±標準偏差

P値項目 カテゴリー

一般的4.5±2.6５２±3.1……．………対象謎hq三15)…………………………………－－－……….…………＿………Ⅱ=0:Ⅷ………
5.5±3.56.7±a8---SPllf旱Iqfficacy尺度一一。g/LL_ﾛｰﾙ猟11=6⑳－－－－５.畦旦5－6.7浬４－－－－２=0』u--

Self-Esteem尺度……-………対曇謎(､=15)…………………………………－－－……….………………………且=0』064………21.4±3.321.9±3.8

コントロール群(､=62）22.2±４６23.4±5.7ｐ=0.049

検定はｔ検定による

答率が上がっており、変化の差はコントロール群

の方がより大きかった。

性や自己の認識に関する受講前後の比較を表５

に示した。性や自己に対する認識についてもコン

トロール群の方が対象群よりも前後の変化が大き

かったが、対象群では「将来、してみたい仕事が

ある｣、「性交は特定の相手とするものである」と

回答した者の割合が受講後は有意に増加していた。

また有意な差はなかったが、対象群の受講後は

｢異`性とつきあうのは相手のことを良く知ってか

ら｣、“知りあって初めて性交すると仮定したと

き,，に「性交の前に性感染症について考える」

｢性交の前に妊娠について考える」「コンドームを

必ず使う自信がある」「コンドームを正しく使う

自信がある」と回答した者の割合が増加している

一方で、「友達が性交を経験していたら自分も早

く経験したい」は減少していた。

「知り合ってから性交までに必要と考える期間」

は両群ともに受講後の方が受講前より長くなって

いた。対象群の「知り合ってから性交までに必要

と考える期間」の受講前後を比較した結果を図１

に示した。受講後には“１ケ月未満'，と回答した

者はいなくなっており、受講前に比較し期間が延

びており有意な差がみられた。

受講前後の一般的Self-Efficacy尺度とSelf‐

Esteem尺度の違いを表６に示した。一般的Self

Efficacy尺度は両群ともに受講後の方が有意に上
0％２０％４０％６０％８０％100％

]
Mam-Whi箙ｙ

のU検定

Ｐ二0.021

受麟前

受鯛後 n日n日n日n日n日n日n日n日

■１ヶ月未満図～６ヶ月未満□～1年未満

園１年以上国セックスしない□わからない

図１対象群の「知り合ってセックスするまでに必要な交際期間」の比較
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昇していた。またSelf-Esteem尺度の得点も両群

ともに受講後の方が上昇しており、特にコントロー

ル群は受講前後で有意な差が見られた。

る8)。今回の結果から人間関係を基盤とする性教

育に榊成的グループ・エンカウンターを取り入れ

ることは意義深いといえる。

受講後は対象群、コントロール群ともに避妊や

性感染症に対する知識の正解率が全般的に上がっ

ていた。それに加え、将来の人生の計画などの項

目に対する肯定的な回答の割合も増加していた。

対象群では｢性交は特定の相手とするもの｣の割合

が有意に増加しており、有意な差ではなかったが

｢異性とつきあうのは相手のことを良く知ってか

ら」が増加し、「友達が性交を経験していたら自

分も早く経験したい」が減少したことは、性感染

症予防の側面から考えると好ましい方向に変化し

たといえる。

両群ともに“知りあって初めて性交すると仮定

したとき'’「性交の前に性感染症について考える」

｢性交の前に妊娠について考える」「コンドームを

必ず使う自信がある」「コンドームを正しく使う

自信がある」と回答した者の割合が増加していた。

さらに対象者群の｢知り合ってからセックスする

までに必要な交際期間｣も有意に延びていたこと

から、本講座は性交するかしない力､の判断やコン

ドーム使用の意思決定に影響を及ぼすことが示唆

される。

Ⅳ、考察

１．思春期ビアカウンセリングの性に関する知識

ならびに認識・行動への影響

対象群とコントロール群の受講前の対象者の比

較から、学年や性別などの属性に違いはなかった。

しかし、性行動に関しては対象群とコントロール

群に有意な差が見られたことから、平成18年度の

対象者の募集は本研究の意図を反映した対象者と

なっていたと判断できる。平成18年度の対象者は、

平成16年のＡ県の高校生を対象とした調査と比較

しても、性交経験率や特定の交際相手がいる割合

が高かった`)。対象者群の性交経験率が高率であっ

たことは、「現在、彼または彼女がいる」や「友

達が性交を経験していたら自分も経験したい」と

回答した者の割合が高いことや「性交は特定の相

手とするものである」の割合が低かったことと関

連していると考える。

Ａ県では本講座を平成13年度から開催している。

受講して“良かった”と回答した者が両群ともに

約93％であり、他県の類似のプログラムの結果で

も同様に高い評価であったことが報告されてい

る？)。これらのことから、講座の内容は高校生全

般のニーズに即していると判断できる。識座の中

で印象に残っている項目は対象群では性や性交に

関することが多かったが、受講後に変化したこと

や気をつけるようになったこととして記述された

内容は両群とも対人関係に関することや性に関す

ることがあげられていた。思春期ピアカウンセリ
００．，

ングのプログラム'二はコミュニケーションについ

て考える内容や構成的グループ・エンカウンター

のエクササイズを含んでいる。構成的グループ・

エンカウンターのエクササイズは自己理解を促し、

コミュニケーションを通した他者受容や信頼体験

を得ることができ、人間関係作りを学ぶ機会とな

２．思春期ビアカウンセリングのSelf-Eificacyや

Self-Esteemへの影響

行動に対するSelf-Efficacyは、行動の活性化や

修正と大きく関連しており、行動選択に直接的な

影響を及ぼす，)。有意な差ではなかったが、受講

前は対象群よりコントロール群の方がSelf-Effi‐

cacyやSelf-Esteemが高かった。Self-Efficacyを

高めるための方法としては「遂行行動の達成」

｢代理的経験」「言語的賞賛」「衝動的喚起」があ

げられる,)。思春期ビアカウンセリングで行うロー

ルプレイは高校生にとって「遂行行動の達成」の

体験につながり、構成的グループ・エンカウンター

や仲間との話し合いは「代理的経験」や「言語的

賞賛」につながる。受講後に両群ともにSelf‐
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Efficacyや性に関する認識が好ましい方向に変化

していたことから、思春期ビアカウンセリングで

体験する「遂行行動の達成」「代理的経験」「言語

的賞賛」によって自己理解が深まって自分自身に

対する認知の再構成が行われたものと推測する。

またSelf-Esteemは自分自身を好ましい人間、

自分の行動を積極的に価値のある者として評価す

る個人の自己の価値についての知覚であり、社会

的適応行動や建設的な行動に影響を及ぼす'０１。今

回実施した思春期ビアカウンセリング講座では、

グランドルールとして相手の言動を批判せず、共

感的態度で接することを講座の最初に説明する。

このルールを参加者が守ることによって仲間から

受容され、支持される場を作ることができる。さ

らにプログラムの中には参加者それぞれの良いと

ころや価値のあることを積極的に発見し、それを

伝えるようなポジティブ・フィードバックが含ま

れている。ポジティブ・フィードバックによる仲

間からの受容や支持は、自尊感情の形成と変容を

もたらすといわれる、。

今回の結果から対象群とコントロール群では類

似の結果が得られたが、よりコントロール群の方

が変化は大きかった。講座の中で印象に残ってい

ることとして対象群の方が性や性交に関すること

が多くあがっていたにも関わらず、知識の習得は

コントロール群よりも低かった。仲間は良好な影

響をもたらすことがあるが、時には「友達が経験

していたら自分も早く経験したい」といったビア

プレッシャーとして働くこともある。また性交経

験者の方が未経験者に比較して自尊感情が高く、

女子高校生にとって性交経験や異`性と交際するこ

とは自分の存在を確認する重要な機会となってい

るが、「恋人からの無理やりセックス」などの経

験者では自尊感情が低いことが報告されている'2)。

思春期は周囲の人々との良好な人間関係を築き、

一人の人間としての社会的役割を果たすための準

備期間であり、仲間との出会いは重要な人間関係

の基盤となる。本研究の結果から、思春期ビアカ

ウンセリングは性行動に問題を抱えていると恩わ

れろ高校生にとってもコミュニケーションスキル

を修得する場となっており、対人関係や自己理解、

人生に対する認識を深める機会となったことが示

された。ただし、コントロール群に比べ効果が低

かったことから、今後、さらに自己理解やコミュ

ニケーションスキルを高められるような内容を検

討していくことが必要である。

最も適切な思春期ビアカウンセリングの開催時

期については中学生のときと回答した高校生が約

半数であったことは、性に関する諸問題が低年齢

化していることが影響していると考える。社会的

な現状を考えると、性に関する知識の定着を図ろ

には中学生の時期から類似したようなプログラム

を導入し、頻回に教育の機会を設けることも必要

だと考える。

Ｖ、結語

今回実施したビアカウンセリングは性行動に問

題を抱えている高校生に対しても性感染症予防の

知識や意識の変化をもたらすことが示された。そ

してこれらの効果は受講後３ヶ月以上維持できて

いることもわかった。

本研究の限界は対象者が少なかったことや、思

春期ビアカウンセリング受講後の行動の実際を把

握することまでは及ばなかったことである。コン

トロール群に比べ、対象群の方が受講前後の変化

が小さかったことから、今後さらに対象者に合わ

せた開催時期、講座の頻度などの検討や受講後の

行動評価の指標の開発が必要である。

謝辞

調査にご協力頂きましたＡ県の思春期ビアカウ

ンセリング講座の受講生の皆様、思春期ビアカウ

ンセリング講座を主催いただきました保健所の皆

様に深く感謝いたします。

－１０４－



高校生と大学生のビアカウンセリングによる性教育の評価

文献

１）「健やか親子21」推進検肘会：「健やか親子21」中間肝価

報告轡，８－１１，「健やか親子21」推進検討会，東京，2006．

http://www・mhlwgojp/shingi/2006/03/dl/sO316-4aPdf

２）高村寿子：今，なぜビアカウンセリングなのか，思春期の

性の健康を支えるビアカウンセリング・マニュアルビアカ

ウンセラー養成者・コーデイネータ（隅整役）版，10-18,

小学館，東京，２００５．

３）前田ひとみ他：高校生を対象とした大学生による思春期ビ

アカウンセリングの評価（１），南九州清護研究誌，１１－１８，

２００７．

４）渡邊至：ビアカウンセリングの評価高校生の評価，思春

期の性の健康を支えるビアカウンセリング・ピアエデユケー

ションマニュアルピアカウンセラー養成者・コーディネー

タ（飼整役）版，148-156,小学館，東京，２００５．

５）堀内成子他：ビアカウンセラー養成マニュアル作成に関す

る研究，平成15年度厚生労働省科学研究（子ども家庭総合研

究事業）報告香．536-559,2004.

6）宮崎県性教育研究会：平成16年度・１７年度「性に関する鯛

査」結果，４４－４９，２００６．

７）渡過至：「性に関するビアカウンセリング」による思春期

の性行動に対する認知行動療法的アプローチ，思春期学，23,

295-299,2005.

8）片野智治：構成的グループ・エンカウンターの特徴，構成

的グループ・エンカウンター，10-33，駿河台出版社，東京，

２００３．

９）Bundura，Ａ：Self-efficacy：Towardaunifyingtheory

ofbehavioralchange，PsychologicalReview，84,191-215,

1977.

10）遠藤辰雄：セルフ・エステイーム研究の視座，セルフ・エ

ステイームの心理学，８－２５，ナカニシヤ出版，京都，1992

11）蘭千癖：セルフ・エステイームの変容と教育指導，セルフ・

エステイームの心理学，200-226,ナカニシヤ出版，京都，

1992.

12）財団法人日本性教育協会縄：「若者の性｣白替,135-138,

2007.

－１０５－


